
※１：現在国史指定されているのは、八王子城の総縄張り面積（約４㎞四方）の 10％に過ぎません。

※２：戦後昭和期の滝ノ沢林道の造成時に、既に大規模な古道の上書き破壊が行われています。

　滝ノ沢林道の上部には、八王子城要害地区（馬冷し場）から始まる上下 2 本の古道があることが古くから知られ

ています。上の道は陣馬山方面に繋がる軍道、下の道は滝ノ沢左岸陣地・青龍寺谷左岸陣地（滝の上大水平道）・

大沢砦へと繋がる戦国時代の砦を結ぶ連絡道で、八王子城と同時期に構築されたものと考えられます。

　林野庁 関東森林管理局 東京神奈川森林管理署（平塚市）の計画により、2012 年頃から滝ノ沢地区の国有林の

伐採が進められていますが、これらの古道のほとんどは国史指定地域から外れており （※１）、林野庁が遺構の存在

を配慮せずに伐採作業を行っています。伐採時には、斜面に使い捨ての林道を標高約 50ｍ毎に作業道を掘削する

工事が行われており、これにより上の道の２ヶ所で大規模な破壊が確認されました。また、切り捨てられた杉・

ヒノキが古道を塞ぎ、通行に支障が出ています。2016 年度も東部で掘削工事があり（※２）、早急な対応が必要です。
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